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本
稿
の
目
的
は
、
い
ま
な
お
哲
学
に
残
さ
れ
て
い
る
課
題
を
示
す
べ
く
、
心
理
学
と
の
接
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
か
つ
て
カ
ン
ト
は
魂
の
科
学
と
し
て
の
心
理
学
が
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
科
学
的
心
理
学
が
成
立
す
る
以
前
の
出
来
事
に
すぎない。ところが、魂の消去を徹底する「純粋理性批判』
解
釈
を
通
じ
て
、
現
代
の
認
知
科
学
と
共
通
す
る
主
張
が
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
カ
ン
ト
に
よ
る
霊
魂
論
の否定という歴史的事実を確認して（｜）、『純粋理性批判』
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
と
認
知
科
学
は
じ
め
に
（１） 
解
釈
の
反
心
理
主
義
的
な
展
開
を
辿
っ
た
う
え
で
（
二
）
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
の
現
代
的
解
釈
を
検
討
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
と
認
知
科
学
と
の
対
話
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
（
三
）
。
ま
ず
、
カ
ン
ト
が
伝
統
的
形
而
上
学
の
霊
魂
論
を
否
定
し
た
事
実
を
確
認
し
よ
う
。
あ
え
て
極
端
に
言
う
な
ら
ば
、
現
代
の
心
の
哲
学
に
先
駆
け
て
、
近
代
の
魂
の
哲
学
が
す
で
に
魂
そ
の
も
の
を
消
去
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周知のように、心理学（っごｓｏ一・ｍ戸勺望ｓｏ－ｏｍ－①）の名称は
カ
ン
ト
に
よ
る
霊
魂
論
の
否
定 近
堂
秀
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魂（三）三》三目伊汗の一の）の学に由来する。’八世紀ドイツの
講
壇
哲
学
で
心
理
学
と
呼
ば
れ
て
い
た
学
問
は
、
あ
く
ま
で
精
神
的
実
体
で
あ
る
魂
を
対
象
と
し
た
伝
統
的
形
而
上
学
の
一
部
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ヴ
オ
ル
フ
の
心
理
学
を
み
て
お
こ
う
。
ヴ
ォルフの「ドイツ語形而上学』二七一九年）では、形而上
学が次のように体系化されている（２）。まず、形而上学は、
｜
般
形
而
上
学
と
特
殊
形
而
上
学
と
に
区
分
さ
れ
る
。
一
般
形
而
上
学では、存在論として「諸物一般（□ごｍのぎの『冨巨官）」が取
り
扱
わ
れ
る
。
こ
の
存
在
論
を
前
提
に
、
特
殊
形
而
上
学
で
は
、
宇
宙
論
、
心
理
学
、
神
学
と
い
う
三
つ
の
部
門
構
成
に
し
た
が
っ
て
そ
れぞれ「世界（三⑦ご」、「魂（ｍｎｎ－⑪）」、「神（○．耳）」が主題とさ
れ
る
。
魂
の
形
而
上
学
と
し
て
の
心
理
学
は
さ
ら
に
、
経
験
を
通
じ
て
知
覚
さ
れ
る
も
の
と
し
て
魂
一
般
を
説
明
す
る
経
験
的
心
理
学
と
、
魂
と
精
神
の
本
質
を
探
究
し
て
魂
一
般
を
基
礎
づ
け
る
合
理
的
心
理
学
と
に
二
分
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ラ
テ
ン
語
化
さ
れ
た
う
え
で
拡
充
された著作が『経験的心理学」（’七三一一年）と『合理的心
理学」（’七三四年）である。「経験的心理学」では（３）、「人
間的魂の現実存在（の×一ｍ（の三四三目色の言ョ自国の）」を前提に、感
覚
、
想
像
、
記
憶
な
ど
の
下
級
認
識
能
力
か
ら
注
意
お
よ
び
反
省
と
知
性
と
い
う
上
級
認
識
能
力
へ
、
快
楽
、
感
性
的
欲
求
、
情
動
な
ど
の
下
級
欲
求
能
力
か
ら
意
志
と
自
由
と
い
う
上
級
欲
求
能
力
へ
、
順
次分析がすすめられていく。他方、『合理的心理学」では（４）、
「魂の本質（①、、①三国三富①）」が「宇宙の表象力（く一切
『ｓ『四①いの己昌一く四巨三く①「、一）」であるとされたうえで、これと認
識
能
力
お
よ
び
欲
求
能
力
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
魂
の
本
質
に
基
づ
い
て
心
身
の
交
互
作
用
の
問
題
が
予
定
調
和
説
の
立
場
か
ら
解
決
さ
れ
る
と
同
時
に
、
神
と
並
ん
で
人
間
の
魂
が
知
性
と
自
由とをその徴表とする「精神（畳『言い）」により動物の魂か
ら区別されると結論づけられる。このように、ヴォルフの
心
理
学
Ⅱ
霊
魂
論
で
は
、
魂
が
精
神
的
実
体
と
し
て
認
識
能
力
と
欲
求
能
力
の
根
底
に
存
す
る
表
象
力
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
は
批
判
哲
学
の
体
系
の
な
か
で
心
理
学
Ⅱ霊魂論をどのように位置づけたのか（５）。よく知られて
いるように、『純粋理性批判」（第一版一七八一年、第二版
一
七
八
七
年
）
弁
証
論
の
誤
謬
推
理
章
で
は
、
合
理
的
心
理
学
を
批
判する議論が展開される（６）。そのうえで、同書の方法論
では（く、一・里ヨ魚）（７）、「思考する存在者」の概念に基づい
て「魂（汗①一の）」ないし「思考する自然」を対象とする「合
理的心理学（Ｓごｓｏ－．，国『皇・旨一一ｍ）」が、「物質（二皀①『一の）」の
概
念
に
基
づ
い
て
物
体
的
自
然
を
対
象
と
す
る
「
合
理
的
物
理
学
（已亘８『皇・目一一ｍ）」とともに、全形而上学の体系の一部門
である内在的な「合理的自然学（『塁・昌一①二房一○一・四①）」を構
成するとされる。同時に、「経験的心理学（自己一『一ｍＣ言
で望○弓○一・四の）」が形而上学から除外されて、応用哲学である
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「経験的自然論（①己己三ｍ○二の夛冒『｜のう『⑦）」の補足物として、
人
間
学
の
一
部
門
に
置
か
れ
る
。
そ
の
後
、
『
自
然
科
学
の
形
而
上
学
的原理」（一七八六年）序文では（く、二点台二、自然科学が
厳
密
に
定
義
さ
れ
る
一
方
で
、
も
は
や
合
理
的
心
理
学
に
つ
い
て
は
一一一一口及されず、本来的な「自然科学（ｚ回冒皇路自切・言津）」であ
る物体論と「経験的心理論（①己で三の＆の⑫の①一の二一のき『の）」とが区
別
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
経
験
的
心
理
論
は
「
史
的
自
然
論（言Ｓ『－，ｓ①ｚ自皀『｝①き『の）」の「魂の自然記述
（ｚ昌巨『すのい○き『①一宮二ｍこの『ｍの①一①）」にとどまるとされ、「魂の科
学（の①①一①コニ閉ｇｍＣ富津）」や「心理学的実験論（で望ｓｏ一・四ｍ◎すの
団吾①『一己の二国一一のう『の）」はその可能性から退けられる（８）。
カ
ン
ト
が
伝
統
的
形
而
上
学
の
霊
魂
論
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
過
程
は
、
Ｈ
，
Ｆ
・
ク
レ
ン
メ
が
思
想
発
展
史
的
に
跡
づ
けている（９）。クレンメによれば、カントを取り巻く当時
の
思
想
状
況
と
カ
ン
ト
自
身
の
思
想
展
開
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に整理される。
当
時
の
思
想
状
況
に
か
ん
し
て
は
、
三
段
論
法
の
証
明
を
基
本
と
する「自己認識の演鐸的Ⅱ推論的モデル」のヴォルフ学派の
心
理
学
に
対
し
て
、
「
自
己
認
識
の
分
析
的
Ⅱ
観
察
的
モ
デ
ル
」
の
影
響
か
ら
経
験
的
心
理
学
が
人
間
学
と
し
て
位
置
づ
け
直
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
（
１
）
ま
ず
、
推
論
を
介
さ
な
い
直
覚
的
な
真
理
と
し
て
、
魂
の
実
体
性
が
捉
え
ら
れ
よ
う
に
な
る
。
ビ
ュ
フ
オ
ン
の
「
人
間
の
自
然
史
（帛穿三局目ミミ（⑩烏二・ミミの）』（’七四九年）では、魂の現
実
存
在
と
思
惟
が
内
的
直
観
を
通
じ
て
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
う
る
と
考えられている。（２）次に、自我を観察する方法に基づい
て
、
人
間
自
体
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
。
ボ
ネ
の
『
心
の
諸
力
に
関
する分析的試論（胃ミ目・ミミ：ミ宮寺目冨鳥一言⑮）』
（
’
七
六
○
年
）
で
は
、
感
覚
に
よ
る
観
察
的
方
法
に
基
づ
い
た
自
我
の
構
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
最
後
に
、
魂
の
来
歴
を
取
り
扱
う
人
間
学
が
成
立
す
る
。
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
レ
ー
ゲ
ル
の
「
人
間
的
知
性
史
（
⑦
巴
＆
亘
肩
烏
頃
ミ
曾
月
三
ｓ
§
評ミロョ烏閏）』（’七六五年）では、自我を観察する方法が魂
の
来
歴
に
か
か
わ
る
点
で
実
用
的
な
も
の
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
るＴｏ）。魂の来歴を取り扱うようになった「分析的Ⅱ観察
的
モ
デ
ル
」
の
経
験
的
心
理
学
は
、
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
に
よ
っ
て
人
間
学
と
し
て
形
而
上
学
の
体
系
内
部
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
カ
ン
ト
自
身
の
思
想
的
展
開
に
か
ん
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
批
判
哲
学
の
体
系
が
完
成
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
こ
か
ら
人
間
学
が
締
め
出
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
認
め
ら
れ
る
。
一
七
七
○
年
代
の
カ
ン
ト
の
経
験
的
心
理
学
や
人
間
学
の
講
義
で
は
、
「
分
析
的
Ⅱ
観
察
的
モ
デ
ル
」
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
魂
の
自
己
直
観
に
基
づ
い
て
自
由
か
つ
単
純
で
非
物
質
的
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な
実
体
と
し
て
、
自
己
自
身
が
認
識
さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
のである。その一方で、｜形而上学講義Ｌ１」の合理的心理
学
で
は
、
綜
合
的
方
法
に
し
た
が
っ
て
、
現
実
存
在
が
前
提
さ
れ
る
魂
に
対
し
て
、
自
己
意
識
の
統
一
か
ら
導
出
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
適用されていた。結局、批判期に入って、「私は思考する」
と
い
う
命
題
に
新
た
な
意
味
を
与
え
る
自
己
意
識
論
に
基
づ
い
て
、
合
理
的
心
理
学
の
証
明
が
斥
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
直
覚
的
な
自
己
認
識
も
ま
た
放
棄
さ
れ
る
。
批
判
期
後
半
に
は
、
さ
ら
に
こ
の
主
張
が徹底されていく。『純粋理性批判」第一版では、合理的心
理
学
批
判
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
導
き
と
し
て
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
版
で
は
、
判
断
の
論
理
的
機
能
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
関
係
の
新
た
な
規
定
が
ｌ
『
実
践
理
性
批
判
』
の
な
か
で
自
由
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
自
然
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
が
区
別
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
ｌ
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
合
理
的
心
理
学
批
判
が
判
断
の
論
理
的
機
能
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
魂
の
客
観
化
は
も
は
や
不
可
能
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
以
上
、
カ
ン
ト
に
よ
る
霊
魂
論
の
否
定
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
カ
ン
ト
は
、
合
理
的
な
心
理
学
Ⅱ
霊
魂
論
に
は
魂
と
い
う
客
観
的
対
象
が
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
と
同
時
に
、
経
験
的
な
心
理
学
Ⅱ
霊
魂
論
を
人
間
学
に
取
っ
て
代
え
て
し
ま
っ
た
、
という事実である。
内
観
心
理
学
か
ら
超
越
論
的
心
理
学
へ
さ
て
、
カ
ン
ト
が
霊
魂
論
を
否
定
す
る
根
拠
は
、
超
越
論
哲
学
を
支
え
る
自
己
意
識
論
に
あ
る
。
た
だ
し
、
経
験
的
な
心
理
学
Ⅱ
霊
魂
論
の
残
淳
が
そ
こ
に
は
散
見
さ
れ
る
。
続
い
て
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識論から心理学的要素を取り除く、『純粋理性批判』解釈の
反
心
理
主
義
的
展
開
を
み
て
い
こ
う
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
の
心
理
学
的
要
素
は
、
テ
ー
テ
ン
ス
に
由
来
す
る
。
テ
ー
テ
ン
ス
は
、
『
人
間
本
性
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
の
哲
学
的
試
論
』
二
七
七
七
年
）
で
、
ロ
ッ
ク
の
影
響
の
も
と
、
観
察
的
方
法
に
よ
り
魂
の
変
化
を
「
自
己
感情（いの一宮祠①茸三）」を通じて認識することを試みた（１１）。
そのさい、人間的魂の力が「感情らの。三）」、「表象力
（ざ『⑫（・一一目、言昌）」、「思惟力（□目冥『三）」という一一一つの力な
い
し
要
素
活
動
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
テ
ン
ス
の
独
自
性
は
、
対
象
関
係
に
つ
い
て
反
省
的
な
点
で
感
情
が
感
覚
か
ら
区
別
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
カ
ン
ト
に
対
す
る
影
響
に
か
ん
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
表
象
を
分
解
・
混
合
す
る
表
象
力
の
内
に
あ
る
「
創
作
力
（□三二『島）」が関係づける対象を理念的なものにまで高め
う
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方
、
思
惟
力
が
諸
物
の
関
係
を
二
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
の
反
心
理
主
義
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認
識
す
る
能
力
で
、
そ
の
内
的
な
自
己
活
動
性
に
よ
り
関
係
概
念
が
産
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
諸
物
の
関
係
に
つ
い
て
の
探
究
を
通
じ
て
「
新
し
い
観
点
で
人
間
悟
性
の
範
囲
と
限
界
を
提
示
す
る
」
こ
と
が
、
テ
ー
テ
ン
ス
の
こ
の
著
作
で
の
目
的なのである。
テーテンスからカントヘの影響は、『純粋理性批判』第一
版の演鐸論での一一一重の綜合にかんする議論（く、一・シ三‐二ｓ
に見出されるＴ２）。そこでは、アプリオリな多様を通観す
る「感官（⑫ヨニ）」、それを綜合する「構想力（国弓一一ｓ二ｍｍ【『畳）」、
さらにそれを統一する「統覚（シ弓の『Ｎの目・己）」が魂の一一一つの
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
た
う
え
で
、
超
越
論
的
な
自
己
意
識
と
し
て
の
統
覚
の
客
観
的
な
統
一
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
構
想
力
の
捉
え
方
に
は
、
カ
ン
ト
が
テ
ー
テ
ン
ス
の
表
象
力
の
能
力
分
析を参照したことがうかがわれるＴ３）。もっとも、カント
自
身
は
、
テ
ー
テ
ン
ス
お
よ
び
ラ
ン
ベ
ル
ト
の
立
場
と
み
ず
か
ら
の
立場との相違について書き残しているＴ４）。そして、第一
版
演
鐸
論
に
お
け
る
自
己
意
識
論
の
心
理
学
的
要
素
を
ど
う
捉
え
る
か
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
の
論
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
のである。
超
越
論
的
心
理
学
の
「
素
通
り
」
第
一
版
演
鐸
論
に
残
さ
れ
た
心
理
学
的
要
素
を
取
り
除
こ
う
と
す
る解釈は、ラインホルトにさかのぼる｛１５｝・ラインホルト
は
、
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
が
心
理
学
的
要
素
に
訴
え
て
い
る
点
で
不
徹底であるとして、メタ批判を提案した。興味深いことに、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
も
と
で
学
ん
だ
フ
リ
ー
ス
は
、
カ
ン
ト
の
不
徹
底
を
む
し
ろ
心
的
過
程
の
自
己
観
察
に
よ
り
補
お
う
と
し
て
お
り
、
Ｊ
・
Ｂ
・
メ
イ
ヤ
ー
が
こ
れ
を
高
く
評
価
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
は
、
フ
リ
ー
ス
や
メ
イ
ヤ
ー
を
完
全
に
否
定
し
て
しまうＴ６）。コーエンからすると、メイヤーがカントの思
想
の
心
理
学
的
な
動
機
を
強
調
す
る
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
認
め
よ
う
と
も
、
「
超
越
論
的
」
と
い
う
決
定
的
な
術
語
を
心
理
学
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
フ
リ
ー
ス
の
意
味
で
受
け
入
れ
る
よ
う
な
平
板
化
は
退
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
は
そ
の
後
、
心
理
学
の
側
か
ら
の
カ
ン
ト
批
判
で
あ
る
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
の
知
覚
論
を
経
て
、
さ
ら
に
哲
学
の
側
で
の
フ
レ
ー
ゲ
の
反
心
理
主
義
の
影
響
に
よ
り
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
『純粋理性批判』をあらためて現代哲学の文脈に置いた、
Ｐ
．
Ｆ
・
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
に
よ
る
言
語
分
析
哲
学
的
解
釈
も
ま
た
、
反心理主義的な傾向の内にあるＴ７）。ストローソンの解釈
で
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
分
析
論
の
演
鐸
論
か
ら
自
己
意
識
の
統
一
と
客
観
性
と
の
分
析
的
連
関
の
論
証
を
導
き
出
す
と
同
時
に
、
弁
証
論
の
誤
謬
推
理
章
に
即
し
て
デ
カ
ル
ト
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
自
我
論
を
論
駁
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
さ
い
に
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
が
と
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反
心
理
主
義
す
な
わ
ち
認
知
科
学
的
？
超
越
論
的
心
理
学
を
素
通
り
す
る
解
釈
を
カ
ン
ト
の
精
神
の
形
骸
化
と
椰
楡
す
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
看
過
し
え
な
い
論
点
も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の
試
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
Ｐ
・
ガイヤーの解釈を取り上げて、それを示そうＴ８）。
ガ
イ
ヤ
ー
は
、
カ
ン
ト
の
演
鐸
論
が
心
理
学
的
か
否
か
と
い
う
問
題
を
設
定
し
た
う
え
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
テ
ー
テ
ン
ス
の
心
理
学
的
な
議
論
の
三
つ
の
基
準
を
引
き
出
し
て
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
演
鐸
論
全体ｌカテゴリーの形而上学的演鐸と超越論的演鐸という
一一つの議論ｌを評価する。心理学的な議論の三つの基準と
は、（１）心的な入力という特殊な形式での現実の出来事と、
心
的
な
加
工
処
理
な
い
し
入
力
へ
の
反
応
と
い
う
特
殊
な
行
為
と
が
そ
こ
で
は
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
（
２
）
心
的
行
為
の
入
力
と
加
工
処
理
と
い
う
自
然
本
性
が
条
件
つ
き
の
真
理
で
あ
る
こ
と
、
（
３
）
そ
れが経験的方法によってのみ明らかにされること、である。
っ
た
解
釈
の
基
本
戦
略
は
、
感
性
と
悟
性
と
が
協
働
す
る
超
越
論
的
主観を超越論的心理学の「架空の主体」と断定したうえで、
「
綜
合
」
と
い
う
心
理
学
的
要
素
を
完
全
に
「
素
通
り
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ン
ト
の
議
論
か
ら
観
念
性
を
払
拭
す
る
、
と
い
う
も
の
であった。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
の
演
鐸
論
の
核
心
は
、
超
越
論
的
な
自
己
意
識
に
訴
え
る
部
分
と
は
別
に
、
判
断
の
論
理
的
機
能
と
カ
テ
ゴ
リ
１
と
の
同
一
性
に
か
ん
す
る
議
論
に
あ
る
。
こ
の
議
論
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
表
象
か
ら
区
別
さ
れ
た
持
続
的
対
象
が
あ
り
、
そ
の
対
象
が
一
定
の
仕
方
で
相
互
に
継
起
し
て
い
る
状
態
の
必
然
性
を
前
提
に
、
そ
う
し
た
状
態
と
わ
れ
わ
れ
の
自
己
意
識
に
お
け
る
表
象
の
状
態
の
継
起
と
を
相
関
さ
せ
る
規
則
と
し
て
、
判
断
と
概
念
の
原
理
が
導
入
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
の
演
鐸
論
は
、
心
理
学
的
な
議
論
の
三
つ
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
評
価
さ
れ
る
な
ら
ば
、
心
理
学
の
事
実
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
真
理
を
与
え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
以
上
が
ガ
イ
ヤ
ー
の
解
釈
で
あ
る
。
ストローソンがコメントするようにＴ９）、ガイヤーの解
釈
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
演
鐸
論
は
心
理
学
的
な
議
論
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
の
認
知
科
学
に
と
っ
て
も
真
理
で
あ
り
う
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
心
理
学
的
な
主
張
が
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
い
わ
ゆ
る
心
の
哲
学
の
観
点
か
ら
み
て
、
カ
ン
ト
の考え方は認知科学の機能主義に一致する、という指摘が
ある。（２０）「純粋理性批判』解釈の一つの傾向として、反
心
理
主
義
的
展
開
が
認
め
ら
れ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
そ
う
し
た
解
釈
の
結
果
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
か
ら
認
知
科
学
的
な
主
張
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
か
ら
心
理
学
的
要
素
を
取
り
除
い
て
、
認
知
科
学
的
な
主
張
を
引
き
出
す
試
み
は
、
解
釈
と
し
て
ど
れ
ほど妥当的であろうか。最後に、『純粋理性批判』第一版の
演
鐸
論
の
細
部
に
立
ち
入
り
つ
つ
、
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。
第
一
版
演
鐸
論
の
三
重
の
綜
合
に
か
ん
す
る
議
論
の
概
略
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
べ
て
の
経
験
の
可
能
性
の
制
約
を
含
む
と
と
も
に他の能力から導出されえない、「心性（①①日ご」の能力の
一一一つの根源的源泉、「魂（汗の一①）」の可能性ないし能力とは、
ア
プ
リ
オ
リ
な
多
様
を
通
観
す
る
感
官
、
そ
れ
を
綜
合
す
る
構
想
力
、
さ
ら
に
そ
れ
を
統
一
す
る
統
覚
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
直
観
に
は
把
捉
の
純
粋
綜
合
が
、
把
捉
の
綜
合
と
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
再
生
の
綜
合
に
は
構
想
力
の
純
粋
な
超
越
論
的
綜
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
根
底
に
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
概
念
が
基
づ
く
一
つ
の
意
識
こ
そ
、
多
様
な
も
の
、
順
次
直
観
さ
れ
る
も
の
、
次
い
で
再
生
さ
れ
る
も
の
を
一
つ
の
表
象
の
う
ち
へ
と
合
一
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
認
識
の
対
象
は
あ
る
も
の
一
般
Ⅱ
Ｘ
と
し
て
の
み
思
考
さ
れ
る
が
、
認
識
と
対
象
と
の
連
関
の
必
然
性
ゆ
え
に
、
対
象
Ⅱ
Ｘ
が
必
然
的
な
も
の
と
な
る
統
一
は
形
式
的
な
意
識
の
統
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
必
然
性
の
根
底
に
存
す
る
超
越
論
的
制
約
は
、
超
越
論
的
統
覚
と
い
う
意
識
の
統
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
超
越
三
カ
ン
ト
は
認
知
科
学
に
何
を
語
る
か
論
的
対
象
Ⅱ
Ｘ
は
純
粋
概
念
と
し
て
「
す
べ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
経
験
的
概
念
一
般
に
対
象
と
の
連
関
を
、
つ
ま
り
客
観
的
実
在
性
を
与
え
う
る
」
が
、
そ
の
連
関
は
「
意
識
の
必
然
的
統
一
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
多
様
な
も
の
を
一
つ
の
表
象
の
内
で
結合する心性の共通の機能による（Ｓ『＆、のョ①言の冨三のう①
『目二・コＳのｍｏのョ言）多様なものの綜合の必然的統一以外の
何
も
の
で
も
な
い
」
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
象
と
の
連
関
と
し
て
の
経
験
的
認識の客観的実在性は、「超越論的法則」に基づくこととな
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
は
述
べ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
議
論
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
魂
の
能
力
分
析
は
テ
ー
テ
ン
ス
か
ら
の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
魂
の
能
力
と
表
象
様
式
と
の
一
致
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
議
論
の
核
心
は
、
心
的
な
機
能
と
表
象
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
客
観
性
を
求
め
る
、
ま
さ
に
超
越
論
的
と
呼
ば
れ
る
べ
き
心
理
学
か
ら
、
超
越
論
的
統
覚
と
い
う
意
識
統
一
の
概
念
が
導
き
出
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
心
理
学
と
し
て
の
自
己
意
識
論
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
性
を
証
明
す
る
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
超
越
論
的
統
覚
に
よ
り
経
験
的
認
識
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
験
的
認
識
の
客
観
的
実
在
性
が
基
づ
く
超
越
論
的
法
則
に
つ
い
て
は
、
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
現
象
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
対
象
が
わ
れ
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「
現
象
の
綜
合
的
統
一
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
規
則
」
と
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指
し
て
い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
統
一
す
る
作
用
に
か
ん
す
る
判
断
の
論
理
的
機
能
と
の
同
一
性
を
介
し
て
、
多
様
な
も
の
を
統
一
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ
て
い
る
（く、一・国一三ご。ここではさらに、超越論的法則として、カテ
ゴ
リ
ー
の
根
拠
が
必
然
的
な
意
識
統
一
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れは概念による統一にかんする意識の心的な機能との同一
性を介してである。つまり、「多様なものを一つの表象の内
で
結
合
す
る
心
性
の
共
通
の
機
能
に
よ
る
」
の
で
あ
る
。
第
一
版
演
鐸論の三重の綜合にかんする議論では、このような過程を
通
じ
て
、
意
識
統
一
を
根
拠
と
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
経
験
的
認
識
の
可
能
性
が
証
明
さ
れ
る
。
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
第
一
版
わ
れ
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
ぎ
り
、
現
象
の
綜
合
的
統
一
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
規
則
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
規
則
に
し
た
が
っ
て
の
み
現
象
の
関
係
が
経
験
的
直
観
の
内
で
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
現
象
は
経
験
の
内
で
、
た
ん
な
る
直
観
に
お
け
る
空
間
と
時
間
と
い
う
形
式
的
制
約
と
同
様
に
、
統
覚
の
必
然
的
統
一
の
制
約
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ばならないということ、否、統覚の必然的統一の制約に
よ
っ
て
の
み
、
先
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
認
識
が
は
じ
め
て
可
能
と
なるということ、である（シ一○罠）。
演
鐸
論
と
第
二
版
演
鐸
論
の
い
ず
れ
で
も
証
明
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
判
断
、
概
念
、
意
識
統
一
に
お
け
る
機
能
の
同
一
性
で
あ
る
（く巴・シ三〕）。
ガ
イ
ヤ
ー
の
解
釈
で
は
、
超
越
論
的
な
自
己
意
識
に
か
ん
す
る
議
論
が
あ
ら
か
じ
め
考
察
の
外
に
置
か
れ
た
う
え
で
、
演
緯
論
の
核
心
が
判
断
の
論
理
的
機
能
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
同
一
性
を
示
す
議
論
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
判
断
と
概
念
は
物
的
状
態
と
心
的
状
態
と
を
相
関
さ
せ
る
規
則
を
与
え
る
、
と
い
う
主
張
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ン
ト
が
構
想
力
の
超
越
論
的
綜
合
と
呼
ぶ
時
間
の
秩
序
づ
け
を
心
的
状
態
の
継
起
と
、
判
断
と
概
念
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
規
則
を
心
的
な
加
工
処
理
と
読
み
替
え
る
な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
に
は
、
認
知
科
学
の
機
能
主
義
と
の
間
に
、
た
ん
な
る
言
葉
の
う
え
で
の
類
似
性
以
上
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
議
論
は
、
証
明
根
拠
と
な
る
超
越
論
的
統
覚
と
い
う
意
識
統
一
の
概
念
が
切
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
汲
み
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
超
越
論
的
対
象
Ⅱ
Ｘ
の
想
定
に
よ
り
、
超
越
論
的
統
覚
と
し
て
の
意
識
統
一
が
心
的
状
態
の
外
部
に
あ
る
対
象
へ
と
直
接
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
統
覚
の
客
観
的
な
統
一
と
い
う
カ
ン
ト
独
特
の
考
え
方
ｌ
こ
こ
ではそれが反省的・自己関係的な意識であることだけを述
べ
て
お
こ
う
ｌ
を
、
物
的
状
態
と
心
的
状
態
と
の
相
関
関
係
に
か
ん
5０ 
Hosei University Repository
本
稿
で
は
、
か
つ
て
カ
ン
ト
が
魂
を
消
去
し
た
歴
史
的
事
実
と
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
が
心
理
学
的
要
素
を
排
除
し
て
き
た
歴
史
的
過
程
を
概
観
し
た
う
え
で
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
に
認
知
科
学
的
な
主
張
が
読
み
取
ら
れ
る
と
す
る
現
代
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
を
検
討
し
た
。
認
知
科
学
に
お
け
る
意
識
の
問
題
に
対
し
て
、
機
能
主
義
を
前
提
に
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
の
立
場
か
ら
自
己
意
識
と
そ
の
統
一
の
概
念
に
よ
り
答
え
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
こ
ろ
で
、
終
わ
り
と
し
た
い
。
す
る
先
行
条
件
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ヤ
ー
の
解
釈
と
は
異
な
り
、
超
越
論
的
な
自
己
意
識
に
か
ん
す
る
議
論
に
こ
そ
、
認
知
科
学
に
お
け
る
意
識
の
問
題
に
ついて考える手がかりが見出されると言えよう（２‐）。
注 結論カン
ト
の
著
作
か
ら
の
引
用
や
参
照
箇
所
に
つ
い
て
は
、
慣
例
に
し
た
が
っ
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
原
版
第
一
版
を
Ａ
、
第
二
版
を
Ｂ
と
し
て
頁
数
を
表
記
し
、
他
の
す
べ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
巻
（
１
）
本
稿
は
、
二
○
○
八
年
五
月
に
行
わ
れ
た
第
二
八
回
法
政
哲
学会大会での共同討議の発表原稿をもとに、タイトル
を改めて大幅な加筆修正を施したものである。
（２）く、一・Ｃ・ミニ寓寄爵員萱聰○の呂冒奇ミ・琶Ｑ・員号、諄昏
冨員号、痔の｛⑲鳥国三豊匂＆§・冒昌・詳言Ｃ冒聰ごｎヨロ言（・
］一・シ巨言、の．四四一一の。山一［○の旨ヨョの｜［①三の『六の閂．シ頁・
□の具、◎すの⑫○ケ『三のご因□・隈一＠ｍ］］．
（３）く、一・三二角、亀＆。一品己⑯ミミ・Ｐ…『『目云昏二Ｆの一言一ｍ
。〕⑬［○の⑫目］己の一｛①菫の『穴の戸シ宮・Ｐ具①三ｍｇ①ｍの二『弓８国□・
ＪＵ］し①壷一・
（４）く、一・三○一魚、ご＆・一品ミミヘミミ量…『『ｇ云昏三Ｆの一三ｍ
コさ［○の、目】ョの一一の三ｍ『六二・シ三・Ｆ臼①三ｍ。言のｓ『二目因二・
①。］＠℃←］。
（５）『形而上学の夢によって解明された視霊者の夢』二
七
六
六
年
）
で
は
、
ス
エ
ー
デ
ン
ボ
リ
の
霊
界
物
語
と
の
対
比
の
な
か
で
、
身
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
精
神
、
す
な
わ
ち
霊
（○の三）の形而上学的理論が批判的に吟味されていた。
と
こ
ろ
が
、
教
授
就
職
論
文
『
感
性
界
と
英
知
界
の
形
式
と
原
理
』
二
七
七
○
年
）
で
は
、
存
在
論
と
と
も
に
合
理
的
心
理
学が純粋知性の普遍的原理を示して（く、二】．ごい）、経験
数
と
頁
数
で
示
し
た
。
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的
心
理
学
が
内
的
感
官
の
現
象
を
説
明
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
のみであった（く、一・国辿召）。もっとも、新しい時空論に
よ
り
、
感
性
的
認
識
と
知
性
的
認
識
と
を
区
別
す
る
七
○
年
論
文
の
テ
ー
ゼ
は
す
で
に
、
自
然
影
響
説
、
予
定
調
和
説
、
機
会
原因説という魂（汗①｜の）と身体（【ＯＢの『）の交互作用を説
明
す
る
三
つ
の
理
論
の
い
ず
れ
と
も
相
容
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
結
局
、
一
七
七
二
年
二
月
一
一
一
日
付
の
マ
ル
ク
ス
・
ヘ
ル
ツ
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た
、
「
わ
れ
わ
れ
の
内
で
表
象
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
対
象
に
関
係
す
る
の
は
、
い
か
な
る
根
拠
に基づくか」（×』ご）という純粋悟性概念の演鐸に対す
る
課
題
を
自
覚
す
る
に
至
っ
て
、
カ
ン
ト
は
探
究
の
視
座
を
感
性
と
悟
性
と
い
う
魂
の
能
力
へ
と
向
け
て
い
っ
た
。
（
６
）
カ
ン
ト
が
教
科
書
と
し
て
講
義
に
用
い
て
い
た
教
科
書
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
学
派
の
一
人
で
あ
る
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
形
而
上
学
』
で
あ
り
、
経
験
的
心
理
学
と
合
理
的
心
理
学
の
二
つ
の
部
門
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
理
学
の
全
体
構
成
に
つ
い
て
は
、
ヴ
オ
ル
フ
と
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
問
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
ヴ
オ
ル
フ
の
合
理
的
心
理
学
に
は
経
験
的
命
題
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
合
理
的
心
理
学
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
は注意が必要である。
（
７
）
Ｈ
・
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
が
『
純
粋
理
性
批
判
」
方
法
論
で
の
全
形
而
上
学
に
つ
い
て
の
記
述
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
く、一・田・ぐ酉一三二ｍのｎ六○ミミ句ミミ圏云『口琶冒云へ、ミ《烏、『而冒曾
尽冒員武因二・房ｍ・ざ。
哲
学
、舩鯛抽川鰍韓
Ｈ口鈍
」
』
Ｌ
Ｌ 広
義
の
形
而
上
学
）
批判）（広義）
性の体系）
而
上
学
論哲学（存在論）
的
自
然
学
越
的
自
然
学
宇
宙
論
（
狭
義
の
形
而
上
学
）
神
学
在
的
自
然
学
合
理
的
物
理
学
合
理
的
心
理
学
而
上
学
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（
８
）
魂
の
科
学
を
不
可
能
と
す
る
理
由
と
し
て
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
内
的
感
官
の
現
象
と
そ
の
法
則
に
数
学
が
適
用
で
き
な
い
こ
と
、
内
的
観
察
が
分
析
技
術
や
実
験
に
適
当
で
な
いこと、である。また、『実用的見地における人間学』
二七九八年）の冒頭では、「脳の神経や繊維」につい
て
「
理
屈
を
こ
れ
る
」
の
が
無
駄
な
の
で
、
「
生
理
学
的
（でごｍ－Ｃ一・四ｍｓ）」な人間学とは距離を置く、とも語られ
ている（く、一・二』」ご【）。加えて、「人間本性そのものに
付
着
す
る
重
大
な
困
難
」
と
し
て
、
人
間
が
あ
る
が
ま
ま
に
み
ず
か
ら
を
示
し
え
な
い
か
、
あ
る
が
ま
ま
を
知
ら
れ
る
の
を
欲
し
な
い
こ
と
、
人
間
の
自
己
自
身
の
探
究
の
さ
い
に
は
、
自
己
自
身
の
観
察
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
習
慣
が
も
う
一
つ
の
本
性
と
し
て
、
自
己
自
身
や
他
人
に
つ
い
て
の
判
断
を
困
難
に
す
ること、以上一一一点が挙げられている（く、一・二〕」巳）。カ
ン
ト
が
脳
の
機
能
の
自
然
科
学
的
な
分
析
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
り
、
経
験
的
心
理
学
の
内
的
観
察
に
は
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
垣
間
見
え
よ
う
。
（９）ぐ、一・西・［【一のヨョの》呑冒唇、三・堕呂言冒旨匂の雪
辱
胃
ミ
ミ
言
言
量
量
§
三
．
書
信
国
磑
巴
・
言
ミ
ニ
㈹
二（⑩§＆言短慰目ミ評、ミミ身ご・雪ミヨＳの二畳宮⑯冒鐘三
拝ご鳥三§冒喜（蚕昌‐田。『ｍ・言信の貝団二・コ）・出色ョ宮漏》
二①ごｎ二ｇ⑦．
、）カントもまた、経験的心理学を実用的な人間学へと
置
き
換
え
て
い
っ
た
。
一
七
六
五
／
六
六
年
冬
学
期
の
講
義
予
告では、「人間にかんする形而上学的な経験科学」であ
る
経
験
的
心
理
学
か
ら
講
義
を
開
始
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
（く、二】．］三）。その後、一七七一一一年末のマルクス・ヘル
ツ宛書簡には、人間学講義の意図が「道徳」や「練達」
な
ど
「
い
っ
さ
い
の
実
践
的
な
も
の
を
究
明
す
る
こ
と
」
に
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
遅
く
と
も
一
七
七
五
年
ま
で
に
は
、
人
間
学
が
実
用
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（く巴・×［内三石）。
（ｕ）く、一・］・Ｚ・恵一①二ｍ．、三・匂ｓ言・言尽国憲・言尋９号
ミの冨・ミニｎ言『ミ雇員（言ごミロミ衰団『：『切目二．
Ｐの一つＮ一ｍコヨヨ〉一目ｚ２Ｑ『巨Ｃ【の、①一｛ｇの『己三一○ｍ○つ三⑫ｓの『
諄『【ｐ因『い、・く・己の『蚕昌、§－－，ｓ三・国二・三国の『一ヨニ］・
（、）言うまでもなく、カント自身はロックの生理学的、
経
験
的
な
導
出
と
み
ず
か
ら
の
超
越
論
的
演
鐸
と
の
違
い
を
強
調している（ごｍ一・国二Ｐ里弓【）。
（四）ごｍ一・三・の昌一・ロ⑯、三二⑲（鴇喜否ミロ冒与ミ急旦
ミミロ⑯畳ご二号、容信。、言己・こ畠（．①ニヨ、・三℃壱・
⑫
．
一
己
鹿
な
お
、
カ
ー
ル
の
見
解
で
は
、
カ
ン
ト
が
認
識
能
力
の
超
越
論
的
理
論
を
主
張
し
た
の
は
、
’
七
七
○
年
代
の
終
わ
り
の
デ
ュ
イ
ル
ブ
ル
ク
遺
稿
と
因
百
の
紙
片
が
書
き
残
さ
れ
た
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間で、合理的心理学の誤謬推理の発見に続くとされる。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
己
直
観
に
依
拠
す
る
独
断
的
な
主
観
の
統
一
と
独
断
論
的
な
経
験
認
識
や
合
理
的
心
理
学
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ク
レ
ン
メ
が
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
ぐ、一・の胃一・口・ロ．○・・ｍ］田》【］のヨョＰＱ・Ｐ○・・ｍ』ご・
（哩）「私は、テーテンスのように概念の開展（団く・一三目）（そ
れ
を
通
じ
て
概
念
が
産
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
働
き
）
に
従
事
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ベ
ル
ト
の
よ
う
に
そ
の
分
析
に
で
も
な
く
、
た
ん
に
そ
の
客
観
的
妥
当
性
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
人
物
と
は
全
く
競
合
し
て
い
な
い
」
（【おｇ）。「テーテンスは、純粋理性の概念をたんに主
観
的
に
（
人
間
本
性
）
探
究
し
た
が
、
私
は
客
観
的
に
探
究
す
る
。
前
者
の
分
析
は
経
験
的
で
、
後
者
は
超
越
論
的
で
あ
る
」
（【←ｃｃ二。
（胆）ごｍ弓．ｏ・因四三壽三⑩＆記§：Ｑの§§、三・こご
弓・ミ否ミ「・二言害：ａ己昌ご・『ぃ旨で『のｍ二℃召・已
旨①勇・厄【一二呂否ミ奇早口弓。§烏ミミ、ごＳ＆Ｐ空
。×ずａごＣＰ壱・Ｊ【
（蛆）く、一・四・ｎ．言Ｐご冒壽＆⑮ミロ呑言員．ご亘、
シ昌長①．ｍ①『一ヨ］しⅨ．⑫・凶己鹿
（ロ）ストローソンの解釈は、おおよそ次のようにまとめ
られる。客観性を含意する重みのある意味での経験は、
経
験
の
自
己
帰
属
の
可
能
性
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
、
経
験
が
そ
れ
自
体
に
関
し
て
思
考
す
る
余
地
を
与
え
る
再
帰
性
を
、
し
た
が
っ
て
経
験
が
概
念
的
・
認
知
的
要
素
を
含
む
こ
と
を
前
提
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
さ
い
に
は
、
経
験
の
自
己
帰
属
のために、人格同一性の基準は用いられない。つまり、
経
験
主
観
が
現
在
の
意
識
状
態
や
想
起
さ
れ
た
意
識
状
態
を
自
己
自
身
に
帰
属
さ
せ
る
と
き
、
そ
の
経
験
主
観
を
指
示
す
る
代
名
詞
「
私
」
を
使
用
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
人
格
同一性のいかなる基準も要求されてはいない。しかも、
そ
う
し
た
基
準
の
な
い
自
己
帰
属
で
あ
っ
て
も
、
経
験
的
に
同
定
可
能
な
主
観
へ
の
指
示
は
現
実
的
に
は
失
わ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
解
釈
は
、
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
を
一
人
称
代
名
詞
「
私
」
の
意
味
論
と
し
て
再
構
成
す
る
試
み
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
行
動
主
義
的
な
解
釈
と
し
て
特
徴
づ
け
られる。く、一・勺・田．⑫【『四三ｍ。Ｐ二⑯国・§号＆貯冒Ｐ壹
醇匂ミ・寓言員啄三『宮内＆、§宛§・嵩・亘の三目唇の。．
Ｆａ」Ｃａ。（『意味の限界』熊谷直男、鈴木恒夫、横田
栄一訳、勁草書房）
（咽）で．⑦この『・勺望ｓ○一．空目。一言『『ｇｍｏｎ己自国一己＆巨呂。Ｐ
言団・田◎三の『（の□）．ごミ啄自冒冨。§鳥ミミロのミミ・弓》
の【目註己己昌く①『、一口で『のｍいち宅．
（四）く、一・両田・の一国三ｍＣＰｍの三二一冥己己①『、戸自ニヨ、》回己弓の
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□ＣＱ『旨の。『②巨三毒のｍ一ｍ》ｎｏヨヨの三ｍ。ごエ①昌一のラロコニ○ニピの昴一ロ
「。『里の『（のｅＪＳ『具・己・『①．
（卯）く、一・【二ｓ具弓亘・弓』二【なお、戸田山氏によれば、
心
が
何
で
あ
る
か
で
は
な
く
、
何
を
す
る
か
を
問
う
点
で
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
議
論
と
認
知
科
学
の
機
能
主
義
と
は
一
致
す
る
が
、
そ
の
よ
う
に
問
い
つ
つ
、
カ
ン
ト
が
自
由
意
志
を
自
然
科
学
の
外
部
へ
と
隔
離
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
認
知
科
学
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
で
は
、
結
果
と
し
て
自
由
概
念
が
経
験
の
外
部
に
追
い
や
ら
れ
る
が
、
霊
魂
論
が
否
定
さ
れ
る
さ
い
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
由
意
志
が
確
保
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
自
由
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
で
は
な
く
、
何
を
す
る
か
を
探
究
し
た
と
も
言
え
る
。
む
し
ろ
、
認
知
科
学
が
自
由
意
志
の
消
去
を
前
提
と
し
て
、
自
由
概
念
そ
の
も
の
を
倭
小
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
経
験
の
内
部
で
自
由
意
志
を
説
明
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次の文献を参照。戸田山和久「カントを自然化する」、
『
日
本
カ
ン
ト
研
究
８
カ
ン
ト
と
心
の
哲
学
』
日
本
カ
ン
ト
協
会
編
、
理
想
社
、
二
○
○
七
年
、
五
○
頁
以
下
。
ａ
）
戸
田
山
、
前
掲
書
、
五
四
頁
以
下
を
参
照
。
自
己
意
識
と
そ
の
統
一
に
か
ん
す
る
カ
ン
ト
の
考
え
方
は
、
脳
神
経
科
学
の
知
見
と
う
ま
く
整
合
し
な
い
が
、
意
識
経
験
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
一
般
の
条
件
に
か
ん
す
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
な
り
う
る
部
分
も
あ
る
、
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
に
対
す
る
戸
田
山
氏
の
評
価
で
ある。
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